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龍谷大学働教学研究室年報 26号 2022年 3月

ミャンマー仏教徒の儀礼と信仰

ーイ曽伽に関する儀礼・信仰を中，むとしてー

ティンマーウー

o.はじめに

本論は、ミャンマー在家仏教徒の信伺研修態を僧に関する餅レ信仰を中心に考察する。ミャンマー

には、仏教、キリスト教、イスラム教、ヒンドクー教などがあり、仏教徒はそのうち85%を占め、すべてテ

ーラワーダ仏教である。殆どのミャンマー在家信者は自身を仏教徒と考えているが、民間信仰として

の雛仰、土着信仰、占い、厄払いなども信仰している。そのなかにヒンドゥー教などの宗教の影響〉

ある。そういう仏教徒をミヨエフラーブッダパータ-(Miyl∞問凶arBu岨mB副首先祖伝来の仏教船

1という。仏教国でありながら、ミヤンマーではタケッ・ブッダパーターσ碕~凪成量mBar血z真実の仏教

働 2カ沙なくなっている。グローノ〈ノレ化する世界の中にあってミャンマー仏教の在家信者は、先ず本

当の仏教徒にならなければならないと考える。ミヤンマー仏教徒の在家信者例言仰を考察することIこ

よって、ミャンマー仏教徒の将来の展望も開けてくるであろう。現地の仏教徒の状況、特に在家信者

の信仰形態をフィールドワークの調査成果に基づいて報告し、イ働時組曲a僧団)と在家信者との

関わり方を論じていきたし、

またミヤンマーでは、仏、法、僧、親、師についてfアナントー・アナンダ・ンガーパー(anando

組鑑討an担問)J3という戒めがある。「アナントー・アナンダ・ンガーパーを忘れないようlこ。それを尊

敬する子ともは一生困らない。」という戒めは幼い駒も教えられる。そういうわけで在家信者は日常

生活において仏法僧を供養し、親、師に机節を持って接することを心掛けて暮らしている。従って、本

1仰怠ゲ/マ(齢、サンガ僧団の徳lこついて習得しないまま、先祖カも受嚇齢、だ文化として信仰してしも信

者，

2仰E，ゲ〆マ、サンガの御とついて習得し、働乞樹齢に倍伸す剖言者。

3アナントーアナンダは鱒良、ンガーパーは五徳巳宝・親・師を意味する。五徳のそれぞれを、ミャンマー語で

はパヤー(仏〉・タヤー(樹・ティンガー噌)・ミパ傷む・サヤー箱。とし、う。
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ミャンマー仏教徒の儀礼と信仰(ティン)

論ではアナンタ・ンガーノfーのうち僧に関する儀礼・信仰について詳しく述べる。

1. ミヤンマー仏教徒から見る僧・サンガ(僧伽)とは

テーラワーダ仏教においては、三宝の一つである僧は俗世で高貴な存在として認識されている。こ

の俗世では五つの得勝、こと4がある。人聞に生まれることもその一つである。また人間に生討にも

俗世間を轍1てイ必董に入る事は更に難しいのである。

たとえ人間の地位を得司〉、fU'E'の教えに出会っても、信仰Ju、を持つでも、仏道に入って出家する

のはなかなか難しいのである。自宅を離れ、弟l躍し、サフランの袈裟だけを着て、他人に施された物

だけで出家生活をしている。それだけでも尊敬すべきものがある。それだけではなく、食事する時の

規則、袈裟を着る時の規制、話す、住む時に俗規智よど多くの戒律がある。仏が制定した律蔵に従

うのは単なる信仰心を持った、けでは到底漢行出来ない難事である。そのため、ミャンマーの在家仏

教徒は、fl遁に入った僧を非常に尊敬し{言仰しているわけである。

仏陀の教義がこの俗世に今日までに存在しているのはタンガ・ヤダナー(血a明 y翻町僧3!j5の

お陰である@イムll'Eが成道した時から現在まで2563年以上教義を殺慨して保持してきた。また、第6固

まで仏典結集を行って保持してきた。何と言っても僧宝は法が消滅Lf~いように世代から世代に殺腕

して保持したのである。僧宝はそういう責任を持ちつつ、在家信者にも教義を忠実に指導する義務を

果たしている。そういうわけで、ミャンマーの在家信者は僧宝を尊敬し、感謝し、頼り、 合掌し、礼拝

しているのである。

4仏政h肩掛制蜘r{L$Ecη出現』ま難しい。J

@nam郎等岬l剥m叫剥IOr人間として生封lることは難しいロJ

⑮拙血畑町胆組制剥場「信仰を持つことが難しい。」

@相刷j昌也幽掴「出家することは難しい。J

信滋雌l8Illl1l槌館市盟p也l凶曲Qlr正誰詮きくことは難しい。」

『スッタ.:::./{ータ剖匂胸中'jfa-，旬励謝)，uragav唱現.4.Ka蹴laradv可制幽明胆la(CsW120lPI'SW 133) 
5 世班理;ay由聞はパーリ語の担輔副由国をミャンマー語で発音し表記したものである。パヤー・ヤダナ~(payar

~由貿促お、タヤー・ヤダナー拘置抑留耐法盟、タンガ・ヤダナー(世直昭y咽師僧却の三宝は在家信者の

日常信仰樹[p)祈願文、帰依三宝、として唱えられ本間宅れている。

-193一



(3) 

龍谷大学悌教学研究室年報26号2022年3月

2.現代における二種の僧

イ酬には沙弥(地n3l)era)6と比丘刷1脳同という二種類の僧が居る。ミャンマ一語では前者をコー

イン依.oYm)あるいはマウンイン伽gYm)と呼び、後者をヤハン(YaHan)あるし、はウーゼィン(UZin) 

と呼ぶ。ターマネィは比丘になるための見習僧で通常7歳以上20歳未満の男子である。ターマネィ

は十種のレイン(出ga相)7と十種のダン(岨cIa罰)8を守らなければならない。 14の犠度義務ヂや75の

戒条のセーキヤ(&必riki衆学法)10などのl仰の戒律を忠実に守らなければならない。比丘は227の

戒律1Iを忠実に守らなければない120

ミャンマー仏教徒の男性であればターマオィ或はコーイン(koyin)として仏道に入る伝統的な習f慣

がある。そのプロセスをンンピュ13ω血 pyu得厨)品、う。それは 5、6歳以降から20歳末までに行わ

れる。シンヒ。ュを受けてコーインになるため、三衣'14、帯、針と糸、剃刀、鉢、水漉とし、う出家の八物が

6ミャンマー語ではターマネィ(岡田e)と発音される。

7十種の相とは、任注き物を殺す包与えられない物を取る樹硝子をする笹嘘を言う⑮酉を飲む⑥仰陵訪帯する

d胎却時する③僧団却時する@洞見渚になQ@).比丘尼を汚すという十の柑である。
8十穫の罰とは、q時即トlこ食事する笹瀬り・歌・音楽を見たり聞いたりする窃櫛りをつけたり香りをつけたりする

@痛い寝床や立派な寝床に寝る喧冶銀を受け取荻⑤比丘遣に損害をもたらすでD比E遺乃住居を失わせる⑧比丘

違岬哨を妨げる⑨比丘達を習ドり罵る⑩比丘遣を怖室長、させることである。

上s7)十種の相の邸も⑤までと十種の罰のq滅、ら⑤を併せると、いわゆる糊紋汁戒に相当する。
9 14の犠度義務は穐度部に説かれている。それは、任溶僧の義務②居住僧の義稼B旅行僧の義務主髄喜の義務

⑤食堂に関する義旗誹砂本iこ関する義旗D林住に関する義旗邸主居に関する義旗鼓暖房室に関する義務蹴野安

に関する義務⑤和尚に対する義務⑫(和尚が)弟子に対する義務⑬珂闇梨に対する義務@何関知9弟子に関す

る義務である。

『律蔵JlrJ、品(防勾四Cu，伽句野1piili)(1臼pp373410 IPTS pp 2σ7・231)

10衆学法とは比丘に課される具足戒のうち、行{義作法に関する禁戒の総称である。陪副大分汚IJ(Vrnayゆ似品

羽凶釦伊S出uya)lこ詳しく説明されてしも。

IIパーラージカ価司ika波羅夷)輔、タンガーデイセータ(加ゆ拙醐僧残嗣13戒アニヤタ仇時翻不定法:)2

戒、ニッタッギヤ・パーセィッティヤ(N邸徳町a-Pac附B捨堕法)30戒ノfーセィッティヤ(波逸提paci防a)92戒、パ

ーテイデ、ーサニーや(両副岱副ya提舎尼法)4戒~セーキヤ(S樹1明衆学法)75戒、アディカラナ・タマター

仇融制告加叫語、滅誇法:)7戒である。『律蔵蜂紛号IJ倒恥巾凶伊〉大分号IJ(r，似品曲h前伊)に詳しく説明され

ている。
12 U san百血団組Jg(1酬を参照
日シンは比丘、国王、イ却E{こ付される敬税マであり、ヒ。ュはr，，-，するJに当たるので、シンピュは男児を「事、人にする」

ことを意味する。

同三衣とは、重衣俗岬1却)、上着衣京加古sa柑1lI)、下着剤h阻 av初旬)である。
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ミャンマー仏教徒の儀礼と信仰(テイン)

必要である15。八物が揃えば一人の僧の下で出家することが出来る。コーインの僧院生活の日数には

決まりがないが、少なくとも一週間は実施することが多い。出家の戒律さえ守れば好きなだけ継続で

きる。沙功功、ら在家に戻らず比丘まで進んで永続出家者として続ける者も居る。

比丘になるには具足戒を受けなければならない。具足戒を受けるには、①真実の人間であること

笹漢実の男性であること③自由者であること④公務につし、てし、如、こと⑤借財がないこと⑥両親の同

意を得てし、ること⑦三衣ー鉢を保持すること⑫0歳になっていることの資格が必要で、ある。また、@、

ンセン病②1郵募:IDしっしん笹結核⑤てんかん

などの病気を持つ者は比Eになる具足戒を

受けられないのである16。それらはカンマワ

ーサ-U<ammav詞 掲磨語)の最初の1ベー

ジと2ページに書かれているので、ティーン

(snTIa戒壇)で、カンマワーサーを合請する際

に確認される。その資格審査を経た後で受 カンマワーサー(kamma'喝ca業振動

戒作法を続けることができる。受戒が終わった時点で、比丘の誕生となる。

比丘として一週間から数ヶ月間の短期で僧院修行生活を経験することを、ミャンマー語ではドワラ

パ・ヤハン(山llabha脳出】U)17とし、う。ミャンマー全国の出家者数は、2019年度の宗教省の調査報告

によると、比丘とターマ才、ィ合計で 520，科4人18である。宗教省の調査は毎年安居の時期に行オつれて

いる。一時的出家者と還俗者の出入があるが、出家者が雨安居を通して1年間の僧院修行生活討晶

ごさなければ国家調査リストに報告されないそうである。19

15現在のシンヒ。ュは富裕度に合わせてより豪華に行オつれることが多し、。

16以上の合計13の剣牛を上座部で1j:Jl章法 (antar旬ka-<lhamma) と呼び、律蔵大J'o7措度に規定されてい

る(Vm勾rat-.似場V得ga76.l)。

17待撃し、比丘の生活を-1l輸に得ることを指す。

18表(1)を参照

19 ?ンダPレー市にあるタウントィンジィー(TO¥mgTwinji )1'曽院を訪問し、調査した結果、一時的出家で2週間、3週

間、3ヶ月間、 11ヶ月間だけでは僧数報告に載せないとし、うことであった。
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3.ミャンマーにおける僧院

ミャンマーで、は僧院はポンジーチャオン(pongyi抑制g)20と呼ばれている。しかし、僧は自分遠の

僧院のことを単にチャオン(kyaung)とし、う。ミャンマーの僧院を大きく分けると(1)パリヤッティ・サーテ

インタイ(Pariyatti-副首ltige教法の僧院)(2)パティパッティ・チャオンタイ(Pa(ip制 -kyaungtige行道の僧

院)の二種がある。ミャンマー全国の僧院数は 2019年度の宗教省の調査報告によると、パリヤッティ

とパティパッティ合わせて6887際lある。

3・1.パリヤッティ・サーテインタイ

イ曽が仏典を勉学する所である。ミャンマーのノ旬ヤッティ僧院で、の経典教育制度はムーラ(M副a)、

パタマ・ンゲー(Pathama引ge)、パタマ・レ

ッ(Pathama-lat)、パタマ・ジー(Pathama-

gyi)、夕守ンマーチャリヤ(D凶mmaωriya法

師)などがある。それらを分かりゃすく一

般教育のレベルに合わせてみると、ムー

ラ(Elemerr凶y初等)、パタマ・ンゲー

。ヨasic初】級)、パタマ・レッ(In回nedi蹴中

級)、パタマ・ジー(A小叩印上級)、ダ、ンマ マダヤー・パリヤッティ・サーテインタイの門

ーチャリヤ(Dhammaωnya、U凶V田 ity大学、法師)に該当する。それぞ、れのレベルにそれぞ、れの科

目がある。ここで、は筆者が現地調査したマンタ守レー市にあるマタ守ヤー・パリヤッティ・サーテインタイ

制泌ayaPariy細 -sa凶ntigeマダヤー教法の僧闘を事例にする02レベルと科目;を以下の表(3)にまと

却ポンジーは年配の比丘や、倒訟となってしも比丘に対する呼び方である。チャワンは胡涜及び学校の建物を指

す言葉である。

21表ωを参照
22 2020年の現越境瞳による結呆
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ミャンマー仏教徒の儀礼と信仰(テイン)

めた。

表。)僧院で、の経典教育制度のレベルと科目

レ-'.Jレ 科目

ムーラには二種ある。

レ・エレメンタリ一例岨回開町板博前 ①ターマネィの学修と義務②ノfーリ語文法(K似勾置証炉

S副 a或はM勾I)dha-Sadda)科(2;策)③『アピダンマアッタサ

ンガハ~(AbidJ間抑制伽m惨訪問)科(5章)、④ノ号リッタ

加抽語翻掛科(11齢科などがある。

エレメンタリ一個emer阻y初得) ①『衛嗣 (Vmaya)科 (311ぢ酷-SikId有国a不決定の戒錦、

⑫ fーリ語文法斜。篇)、③Fピダンマアッタサンガハ』

(5章)、④三つの論母(百恥M剥ka)科などがある。

パタマ・ンゲー ①『津蔵』科(抽出咽血no凶m比丘戒条)、⑫fーリ語

文法科 (5 冊、③『アビダンマアッタサンガノ、~ (7章)、

告諭母・界論⑪儲脇目曲担幽)⑤涼生経註釈 ui励悟

A助法雄揖)科などがある。

パタマ・レツ ①『律蔵』科(比丘・比丘尼)、 @t~ーリ語文法科 (7 訴訟、

@Wアヒ守ダンマアッタサンガノ也④・論母・界話路双論

(fun叫u)科(下)、⑥本生経詰菊葬ほどがある。

パタマ・ジー ①『律蔵』科(比丘・比E尼)、⑫号ーリ語文法科、③『アビダ

ンマアッタサンガノ、』、④双論科(上)、⑤発趣論(Pat険加)

科、@活字典在厳、聖語(Abj晶画、Alan凶語、α副 a)科、

⑦本生経註釈科などがある。パタマ・ジーレベルの国家試

験に合格するには通常1年かかるが、2年かカミる場合もある
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とし、う。

ダンマーチャリヤ CDW律蔵』の波羅夷部の本文、註釈書、復註書(岡b

師、締法制、1砲、G硝)科、制潅蔵』の戒灘篇の本

文、註釈書、復註書(Si肱紐l3l1dhav篭伊尚早、 A俳誌ath車、

国、白柑)科、@i'1論闘の法集論の本文、註釈書、復註

書(町田町路局側・問i、Aゆ法刷、I砲、G胡)科などが

ある。そのレベルの国家試験には、基柏切こは3年間で合

格できるが、受験者の能力により時的10制〉か持場合

もあるという。お

またここでは、マダ、ヤー・パリヤッティ・サーテインタイの僧院生活の一日のスケジューノレを以下の

表(4)にまとめて紹介する。

表(4)僧院の一日のスケジュール

午前4却~5 時 起床、身支度

午前5へ6時 朝食の托鉱食卓の準備

特有6~7 時 学生皆で朝・掃除・ゴミ片付け

特有7~8ヨ0時 昼食の托鉢

午前回ト10時 校舎で授業

午前 10 時~10ヨ0時 休憩

午前 10:30~午後 1時 学生皆で昼食

自由時間仇浴、自習、字の練習、昼寝)

午後 1~3:30 時 校舎で授業

お当儲期こは、ムーラかE〆タマ・ジーまであるが、パタマ・ジーを終了後はダンマーチャリヤがある僧聞こ移動
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(8) 

ミヤンマー仏教徒の儀礼と信仰(テイン)

午後日ト5時 復習、休憩

午後5叶時 校舎で授業

午後 6~7 時 学生皆で仏陀に机J手

午後 7~1O持 復習、島こ勉強した科目を先生の前で暗唱、手功練習

午後1ト 就寝

以上が一日のスケジュールで、ある。また1ヶ月に二回の小テストがある。その小テストで1'"訓立に

なった学生は賞を与えられ、決められた単位数に達Uよかった学生は罰を与えられたりする。

3-2.パティパッティ・チャオンタイ(Pati開制ー吋歯車行道の僧院)

パティパッティ・チャオンタイには①ヤックェッ・ポンジーチャオンヤ雄wat開明4匂畑19街中の僧陶

と②イェイター(yeik白ar隈想センター)がある。それらについて以下の通りに紹介する。

3・2岨①.ヤックェッ・ポンジーチャオン防組問at開明せ抑制tg街中の僧院

これは住民が礼拝出来るように住宅の近くに建てられた僧院である。礼拝に来た住民に説法する

の州首院長の義務である。僧院長をチャオン・タイ・ポンジ一色y畑恵血泊戸mgyi住職という。チャオ

ン・タイ・ポンジーになれるのは少なくとも 10安居討畠ごしてからである。また、律蔵を繋脚し227の戒

と梶度義務(大品、小品)の運営規則をしっかり守りマスターすること、ヴィパッサナー実践法が指導出

来るようになることがチャオン・タイ・ポンジーになるための基本条{牛である。

僧院にはチャオン・タイ・ポンジーをサポートするためコーイン(沙弥)、ポートウ}ト一世.oethu旬w)

などの出家者やカッピヤ白柳抑浄人)とし、う在家信都生活している。こうし、う構成の僧院はキ寸では

よく見られる。村の僧院では一つの僧院に1人の比丘が居る。

コーイン(沙弥)
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ヤックェッの僧院又はキナの僧院てーのコーイン24は、チャオン・タイ・ポンジーを支援するのは他と

同じだが、将来はその僧院のチャオン・タイ・ポンジーとなり、僧院制査ぐとし、う特色を持つ。

ポートゥートー25

ポートゥートーとは八戒を守り、剃髪し、白衣を着る出家者で僧を支援する者である。「ポーJは男

園圏直r
性で「トゥートーJは純仲2気持ちを持つ者、誠実な

者であることを意味する。ポートゥートーは僧が戒律

で禁じられてし、るため出来ない事(例買し、物)を代

行する。また、コーインを目指して、その前段階とし

てポートゥートーになる場合もある。

当番で毎朝の僧の托鉢中に、施しのおかずを

天秤棒で担いで運んだり、托鮒子列の先頭でチィ

ーズィー(匂凶 釦を叩いたり話して支援する。昔は

大人のポートゥートーが居たそうだが、最近は少年

しか見られない。 チィーズィー(鉦)を叩くポートゥート

カッヒ。ヤ(kappiya浄人)

カッヒ。ヤは僧院に住む在家の男性幻のことで、ある。カッヒ。ヤはパーリ語のカッヒ。ヤ・カーラカ(kappiya

同rnka)に由来し、その省略形である。また、ポンジー・チャオンター侠訳:mona民的Istudent)とも呼ば

れる。カッピヤとは僧が戒(sTIa)と律(羽naya)によって禁じられ、新子出来なし、事を僧の側つりに、ポー

トゥートーと同じように行う者である。

目コーイン(沙弥)の戒律lこっしては持命乃r2.現代における二種の僧皮参照。
笥 Toungtwin gyi僧院のチャオン・タィ・ポンジーを訪問し、聞き取りした結果より。

高チィーズ、ィー(釦を専用様で日Hし、て音を鳴らυながら歩し、て行く。チィーズィー音を鳴らすのは、住民に僧の托
鉢を知らせるためである。

幻未成年者が多いが大人のカッヒ。ヤも居る。
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プッダタータナー凪雌m鼠細語仰Eの教え)を伝える任務を果たしている比丘は、世俗自恰欲望

を捨て去り、日々 ノ旬ヤッティ(教法)、パティパッティ(行遇、タータナー(伝達むを実践している。比丘

は戒律に従って行動し、発言し、食事も摂るので、食事を用意したりなど、自らは知子出現ゲよい事が

多い。そのような事を、コーイン倒相，)や在家信者が代行し、支援する。コーインも戒によって出来な

い場合は、カッヒ。ヤがそれに当たる。優秀なカッヒ。ヤによって『律蔵』が完遂されるのである。こうして

カッヒ。ヤが律に詳しく優秀であれば、比丘は戒律を守ることができる。比丘が戒律を守れば戒衛調

められ、タータナーも清められるのである。清浄なタータナーが存在すれば人々 は布施し、戒を守り、

ヴィバッタナ-(vipasar語眠想の実闘したりして功徳を積んでしてようになる。人々 の行為が清まると

人問、神、浬襲などへ至るのである。それ故に仏教徒は律蔵をサポートする優秀なカッヒ。ヤになるた

め並々ならぬ努力をする。比丘が幸せで健康であり、戒律をしっかり執もれば仏陀の教えは永遠に

存在できるのである。このように比丘糊対斡全うするためにはカッピヤが必要である月。

カッピヤはその奉仕により、金品の必要ほく功徳を積むことが出来るのである。最庄はカッヒ。ヤにな

るのは貧困家庭の出身者だと考えられ叩ハる。事実僧院に住んでいる殆どの在家少年は貧困家庭の

出身である。本来、カッピヤはミヤンマー仏教徒全員がやるべきである。ミャンマー全国の男性が進ル

でカッヒ。ヤになれば、ミャンマー仏鞠まより強力に、より確かなものになると考える。

3-2-@.イェイター(Yeik曲ar修行場)

イェイターには僧だけではなくティーテンン(尼僧)吋〉住んでいる。ここでは一例として、筆者が現地

調査したマンダレー市にあるナガー・イェイタ一例噂IfYc盛岡龍修行場)却を紹介することにする。

盟宗教省(1蜘)を参照

2 出家者で費削援し、八戒を守句、桃企の衣を着る女性の三とを「ティーテンンj、fメーティーラJ、又は「サヤーレーJと

も呼ぶ。それぞれ、「ティーラ幽拘シン偶り者)J、「メー俊間ティー穴曲商」、「サヤー冊レーω曲川とい
う意除である。

却裕福Vょ刻全在家信者ナガー・ドーウ一例噂I1"DawOo)が1952年に建でて寄付七たので、その名に由来する。ナ

ガー・イェイターという名で知られ司、るが、正式洛鞠土サテユボンミカ・メギン・イェイター畑創加盟福岡崎明P

Yeikthar)という。
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ナガー・イェイターには比丘 10人、ターマネ

イ3人、ティーラシン85人とヨーギー31(yogi修

行者)10人が居る。僧、ティーラシン、ヨーギ

ーはそれぞれの小寺を持つ。ナガー・イェイ

ター内で僧の寺とティーラシンの寺は煉瓦の

壁で区切られており、ティーラシンの小寺は

83梼 2ある。ティーラシンは僧の指導に従って 僧の寺とティーラシンの寺の区切り位置

生活しなければならない。また、ティーラシンの生活全般の相談事などにはティーラシン長が対応

する。ティーラシン希望者が来た時には、僧院長に報告しなければならない。ナガー-イェイターの

ティーラシン達の一日のスケジュールは以下の表(5)にまとめた。

表(5)ティーラシンの一日のスケジュール

午前 3:30~4時 起床、身支度

特可4~5 時 アテュバ・カマタン(ぉubha却mm噌由国有争業紅白F自える

午前5寸時 自由時間(料狸、掃除、昔日お

午前9~10 時 比丘から戒律を受ける

午前 10~午後 12 時 自由時習恒食、入浴、昼寝)

午後 12~1 時 アテュパ・カマタンを唱える

午後 1~4時 比丘の説法を聞く(説法は3人の僧が1時間ずつ交代で、する)

午後4時~ 自由時間領想、イ地に机持、就寝)

31弟l磨重υなし、が、八戒を守り、茶色の衣服(場合によって、上着は自で下着茶色も)を着る女性のこと。
32未成年のティーテンンは大人のティーラシンと一緒に住まなければならないため、小寺が83棟になってし、る。
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上は雨安居の3ヶ月間のスケジュールで、雨安居以外の9ヶ月間は午前4日朝、ら5時、午後l時

から2時、午後4a寺から5時にはアテュパ・カマタンを唱える。僧から戒律を午前9時に受ける。また、

週に2日托鉢をする。ティーラシンの托鉢は僧と違い、午

前7時から午後4時までと長時間である。また、ご飯でな

く生米を主として受け取り、各自で炊事する。

また、膜想、センターのイェイターもある。例えば、モゴッ

ク(Mogok)膜想センター33、マハーシ(M油おi)膜想セン

タ_34などがある。これらは誰でも宿泊でき、膜想、出来るイ

ェイターで、ある。一回の課程は最短でも10日間である。本

論では膜想センターの僧院生活については触れない。

4.僧の托鉢について

ティーラシン

僧の日々のソン(蜘食事)は托鉢によって得た剣ヰで賄われる。毎日の托鉢は非常に重要な日課

として位置付けられている。

ミャンマーのマングレーでの托鉢僧は4種類ある。それは、①タィ・コートー(h凶 ko匂w家に入つ

て座って托鉢出来る僧)②ヤッ・コートーぐyatko taw 家の前で、立って托鉢する僧)~獄、ッソン・コートー

(boneωnko匂wこれについては後に説明)④タン・コートー(凶kotaw行列で托鉢する僧)で、ある。

))モゴ‘ック膜想センターのサヤートーが作成した縁起輪図は世界的に有名で、ある。センターはアマラプラ

仇marapura)市にある。

M マハーシ際想センターはミャンマー圏内だ、けではなく世界各地に展開し、東南アジア(タイ・インドネシア・ラオス・

カンボジア)にも広く知られている。
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① タィ・コートーは屋内で、托鉢を行う。僧は家の中

に用意されたテープ、/レの上に鉢を置き、椅子

に着座する。信者はタィ・コートーのために用意

したソンとソンヒン(ωn凶1睦groを鉢の中に入れ

る。また鉢を持ち上げて僧の手に渡してから三

回拝む。タィ・コートーは、知人に紹介された場

合35やタィ・コートーとして招かれた場合などが

ある。この条件が満たされる必要があるため、タ

イ・コートーの実現は非常に難しい。五つのタィ・ 鉢を持ち上げて僧に渡してし、る信者

(13) 

エィン(座って托鉢できる家)があれば1日のソンは事足りる。タィ・コートーになれば決まった

家のみに行けばいし、ので、相琳時間は短縮できる。短縮出来た時間は講義の復習に利用で

きるそうである。

② ヤッ・コートーは家の前に立ち、托鉢を行う。紹介や招待がない場合タィ・コートーにはなれず、

ヤッ・コートーになる。僧は自ら托鉢する家を決め、毎日その家の前に立って托鉢をする。ソン

とソンヒン(ご飯と惣菜)は毎日得られるわけではない。ソンだけ得られる場合もあれば、ガトッ

ソン36(kaω，tson施食を断る言弟だけの場合もある。充分なソンを得るためには僻干もの家を

回らなければならない。屋内へと招かれた場合は、家の中で托鉢を行う。

③ ボンソン・コートーは紹介や招待などがなく、また各家の前に立って托鉢する勇気がなし呼曽の

ことである。ボンソンとは一般の僧のご飯品、う意味で、大量のソンとソンヒン(ご飯と惣菜)を作

35紹介され司当該家庭から断わられてタィ・コートーになれなし場合もある。

活これはパーリ経典に在家信者州首の托鉢を断る際の言葉a1I，哨atha(他で求めてくださし、)に由来する。
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って四方から来る托鉢僧に布施することであ

る。信者達がボンソンを集めて団体で行うこと

もあれば、個人で行う場合もある。毎日行う団

桝〉あれば、曜日を決めて週に一回・二固など

行う団体もある。個人で行う場合も同様で、曜

日を決めたり、月に一回・二回行ったりする。ボ

ンソンは朝4時半から6時ぐらいの聞に行わ

れる37ので、ボンソン・コートーはそれに聞に

合うように各ボンソンを回らなければならな ボンソンを行っている信者

い。托鉢僧の中でもボンソン・コートーは最も苦労が多し、僧である。

④ タン・コートー(年醐|慎に並べる)とは行列して托鉢を行う僧伽である。僧数の多し、僧院の方が

よく千子う。僧が何人かずつのグループに分か

れ、当番を決める。当番の僧達が行列して僧

院の代表として托鉢を行う。当番で決めた

町、通る道、実施する曜日、時間帯(午前8時

頃まで)に回って行く。タン・コートーに布施L

たし、信者はそれに合わせて布施をする。

托鉢時には托鉢僧も信制〉これを裸足で行わなけ

ればならない。托鉢僧の鉢にご飯を入れる時、肩の

上には小さし、タオルをかけて右手でご飯を入れる。 タン.コートーに布施してドる信者

ご飯を入れる時、僧の手に触れなし、ように気をつけながら行う。1人の僧への布施を通して、僧伽に

対する臭心で行う事が大切である。

托鉢は、午前5時献も8時頃まで行われる。そのため信者達は、午前4時献も起きて自分の

37個人で行う所では7時半頃まである。
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顔、身体を清め、托鉢僧の分も含めて、ソン(ご飯とお総菜)を作る。新しし、炊き立てのご飯やお総菜

が出来上がると、まず仏壇にソントー(sontoご飯やお惣菜と浄水)を供える。それから托鉢僧に布施

する。これらは午前中に行わなければならなし、ことである。

5.比丘が主宰する在家者の主な儀礼

5・1.命名式

命名式'!d::キンブ、ンゲテッ・ミンガラー恒nbun凶 mailgala名前を付ける祝祭)と言う。キンブ、ン佃nbunア

カシアの実)を煮た液体を冷やして子どもの頭を洗って

名前を付ける式である。昔は子どもが生まれて7日目に

キンブ、ンテッ・ミンガラーを行った。 助酎請が子ともの頭

をタヨ・キンブン(tayaw kin bun)シャンプー苅で洗って体

を清め、おくるみに包んで母親に渡す。これはミヤンマ

ー王の戴冠式を真似て行ったと考えられている。また助

産婦と招待された来客が子どもの祝福を祈願する。そし

て祝いに来た客を前寺して食事などを供する。最近では

キンブ、ンテッ・ミンガラーを7日目に行う習慣は見られなくなった。 39

タヨ・キンブンシャンワρー

ここでは、筆者が現地調査を行ったキンブ、ンテッ・ミンガラーを紹介する。

現地調査の結果では、生まれて l∞ 日目に行ってしも。式の前に名前を決め40て招待状を作る。

式め 2日か 3目前に招待状を送る。5人の比丘をす瀬のため依頼しておく。比丘が来る前に助盟需

が子どもの髪の毛を剃ってタヨ・キンブ、ン、ンヤンクρーで洗う。ミャンマーのシャンプーで、はタヨとキンブ

ンはなくてはならない物である。その二つには霊的力と魔法の力の効果があると信じられている。頭

強ミャンマーのイ溺鮮のまシャンゲー。タヨ(つる尊潟、キンブン、ライムなどを水煮した物。

39筆者の体験と DrIDaPe(2側)による。

柑ミャンマーで、は生封1た曜日によって名前例寸けられる。ミャンマ一人にとって生討もた曜日は非常に劃見され

ている。自分が生封もた曜日の惑星のカが、自分の倒春や運勢などに影響を及ぼすと信じている。
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を洗って体を清めた後母親に渡す。比丘が来たら先ず、比丘に食事を出す。比丘は食後に家族と来

客に①子どもに悪事をさせなし沼港善を行オっせる@洋

聞と芸術を学ばせる④息子・娘を相応しい伴侶と結婚さ

せる@直切なタイミングで遺産を継がせるなどの子とも

に関してのミパ・ヴァッ(m踊pi伽 百vaωm親の責任)41に

ついての説法をする。また子どもの命名をし、子どもの

ため祈願して、その日の功徳をイェゼィチャ42.ァミャウ

ェ_43駒田tkyat amya wai水注ぎ、廻向)させ、説法会

を終える。僧が帰る時、親は子どもを仰向きにして比丘

の通る所に置く。その結果全員の僧が子どもを跨いでら

帰る。それは子どもが「悪運に合わないように」、「健康

で長生きするようにJとし、う意で行才つれる。比丘が帰って

から来客に食事を供する。

-=司守.，~ 7' I 司閑閑閑阻聞

子どもを跨いでいる比丘達

イェセッチャとアミャウェーまでの式の構成を、ここで次のようにまとめて紹介する。比丘の食事後

に在家信者達が先ず、「オーガータJ(O同sa鴎午)と三度唱え、有瀬文(ミャンマー語にパーリ語の混

在したもの)を唱える。そして比丘が三帰依、五戒授与の請願文(パーリ語)を唱える。その時に在家信

者達は比丘の言葉の後に合わせて一節ずつ唱える。また、式に応じてミャンマー語、パーリ語混交の

アヌモーダ、ナー(anum吋ana随喜)の説法をする。そして比国曽一同でパリッタ(paritta護1却を唱えた

りする。最後にイェセッチャの経文科を唱える。その最中に寄付者がイェセッチャを行う。イェセッチャ

41降雪設脹部「シンガーラ教誠劃(Su.仰 立拘-Digl聞 崎 砕Path拘 昭 呼JaliSu智蜘助制胸tに基づし巾志

向経典の当競謎を示す p柄 m加rti，同栂 凶ves阻止s担問lsi胤 1相 rti，戸崎m 晶ena瑚 y司自由，sama子宮

d勿説明町y訟:Ienti.(Cs pp 1 S41PTS pp 190) 
担積宙子為をブd也に認めて貰う意で行う。
43 亡くなった親類の者たちを含め、人々 I~:;I施を転送する意で行う。

制 i白JTlITlt:J3l揃3Il1asav北khaya叫四pl帥 L r私のこの攻施が、煩悩が尽きる湿繋に至るよう巳」
imaIpmeJ3l踊釧伊m釧路柏町制ema.rこの得られた攻施をすべての生き物に分配する。J
以上¢経文をパーリ語とミヤンマ一語を混交して唱える。
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が終わるとすぐに皆は一斉でアミャウェーを行い、「ターデュJ(sadhu善し、)と三度唱え45て式を終える。

5-2.結安島北

徹島北をミンガラー・サウン加岬h拙mg)という。本来近隣7朝こ認めて貰えば成立するという言

い伝えがある。ところが、現在では、披露宴、二次会、三次会、四次会、五次会まで行われている。全

ての会でミャンマーの樹酢切伝謝野舟形式で行う。典型自怜糊献には、ミャンマーの伝細悼式

披露宴、ディナーがある。まT誹劫臨むま7月中旬から 10月の中旬まで雨安居の3ヵ月聞は行われな

し、。

さてここで、筆者が現地調査をしたミャンマーの伝統自怜樹島おを紹介する。ミャンマーの伝細句な

結婚均ま僧院てγ行われることが多い。式的日が決まったら僧院長に連絡してその日を予約しておく。

また、僧院に居引曽の数を確認して、僧の朝食と昼食の準備をしておく。また親戚と招待客に送る招

待状と共に食事の量を確認しておく捕。そして僧に布指する袈論旨どの八物とミンガラー・ガトープイェ

(ヤシの実などが入ったステンレスのボール)47を用意しておく。それらの準備を前日までに完成して

おく。

線開繍ま当日の午前2時頃に起きて仕姫の準備をする。その後午前5時前後l噌院に行き、

倒指叫削栓員に朝食を布施する。午前7時献も双方の親戚や客を接待する。また、午前10時半

頃阿曽全員に昼食を出す。僧に食事を布指する時、ご飯と色々な料理をテーブルの上に置いておき、

代表の比丘 1人か2人に着席して貰う。そして、そのテープ、ルを親日新婦は少し持ち上げ食事を差

し上げる敬意を表し、比丘はテープ、ルに手を添えるべ比丘の食後、新郎新婦と来客はオーガータと

唱アミャウェーとターデュの唱え方は、(rアミャJ・「アミヤJ・「アミヤjと唱えてすぐに「ターデ、ユJ・「ターデ
ユJ・「ターデュJ)とセットで三度唱える。

帽ミャンマーの伝議飴そFよ結婚式では僧にも来客にも米寿秘境醗震を供する。
明一つのヤンの実を伏:)5房のバナナで囲い、才肱どを飾ったステンレスの大きし、なボール。ミャンマーの宗教的
儀本L;iむこよくみられる。

輔この行為をソン・ケッ回lkq覚ご飯を差し上げる)という。ご飯だけではなく四依を布施する隙〉同様である。
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祈願文を唱え、比丘は新郎にレイン・ヴ

アツ(曲叫cava伽m夫の五つの責任)49と

新婦にマヤー・ヴァッ(bh出yav猟抑妻

の五つの責任)却に対するミャンマー

語、 パーリ語混交のアヌモーダナー

(anum吋ana随喜)51の説法をする。ま

た、説法中に新郎新婦は僧のために用
八物を有萌してしも親日新婦

意した袈動Jよどの八物とミンガラー・ガトープイェを布施する。そして比丘僧一同で、ノ旬ッタ(護日加を唱

える。最後にイェゼィチャ(水注ぎ、)の経文を唱える。その時に新郎新婦と来客は比正の言葉の後につ

いて一節ずつ唱える。それと同時に新

郎新婦はイェゼ、ィチャの作法を行う。そ

して皆でアミャウェー(amyawai廻向)を

して説法会を終える。

イェゼィチャで、は新郎新婦は、比正

が唱える経文に合わせ水を銀製の容器

に注いでいく。その時新郎新婦は各自

で、持った水差しの水を一つの銀製の容 イェゼィチャを行っている新郎彩掃

器に一滴ずつ注いていくが、これは縁結びの意である。以上がミャンマーの伝統的な結婚式の風最

49 rr潅蔵脹部「シンガーラ教説経lの言己主を示す:sammananaya制湖面回.ya組組閣.yaya邸ariyav倒 aggena

d組踊宮n可制加ena(CS W 154-1551PTS pp 1外 1911夫の五つの責任とは妻を呼ぶ時敬愛をもって呼右主こと、軽議

して話さなし、こと、妻以外の女との淫らな情事をLftv、こと、台所初処置をゴ壬せること、袋飾品を与えることである。」

却『経蔵』長部「シンガーラ教誠経」の記述を示す:知明日hi凶annman箇cahoti，問酬明溜ijar歯切， anati，必mica，

sarnbha脆 aanura凶曲，dakkha ca hoti ar凶語調伽同肌(Csw154-1551PTSpp 1外 191)r妻の五つの責任とは家
の中の仕事をよく匁躍すること、両方の親族の面倒を見ること、夫以外の男との淫らな情事をしなし、こと、夫が働い

て集めた財産を管理すること、全ての家の中の仕事そ上剰として怠Gttv、ことである。J
51アヌモーダナーは、anupunap同町rnod緬 anumodanar再三再問、喜悦正させる、とし、うのが随悦であるJを指す。
寄付者が布施又は実践例姑舟ること、隈想など)で得た功徳を、再三にわたり考え締する際に喜悦していることをア
ヌモーダナーとし、う。
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である。

5-3.アテュパチャ(a伽 bacha葬均52

ミャンマーでは葬式は死者の自宅で行うが、遺体を置く位置が死んだ場所によって異なる。自宅

で死ぬ(例・病気、老年など)と自宅外で死ぬ(例事故で即死、病院で死ぬなど)とし、う二種類がある。

自宅で死んだ場合は遺体を自宅内に霞いて式を行う。自宅外で死んだ場合は遺体を自宅まで運べ

るが、自宅の外に置いて式を行う530

遺体を水で清める。その後死者が一

番好きだった衣服を着せる。それから

ベッドの上に置き、更に新しい衣服を

体にかけて置く。口の中に小銭を入れ

ておく。それは彼岸に渡るためのガドワ

カ(gado同船賃)である。遺体を置いた

ベッド、"の近くに水を入れた査を置し、て
遺体の横に食事を与えてし、る風景

おく。自宅に遺体を2日か3日間程安置し55、その間遺体の横に毎回食事などを供する560 7自問、死

者の魂が出入り出来るように自宅の入口は 24時間開けっ放しにしておくべそうし、う準備を伝細句な

52アテュパチャ(athu凶 cha)は、文字通りには遺体(アテュパ)安置(チャ)の意除である。

日家族が自宅内に置きたい場合も周りの住関1許さない。それは外で死んだ遺体を家の中に入れると町に不幸が

起きて3人i郵涜で死ぬことになると信じられてしもからである。

H 最近は冷蔵棺備の貸出があるので、冷蔵棺桶に入れる事が多い。

55自宅に何目安置しておくのかはその家族の経獅怜レベルによって異なる。また、遠近の親戚が集まるまで待

っかどうかによっても異なる。

時死者が女子きだった食べ物とおやつなど、を一日lこ3食供する。それがもし餓魁董lこ生封も変わったら食事のた
め、困l?itv、ように用意して上げるとし、う意である。
57 これJま『ダンマノザ註~ xvm.3 rティッサ長老事jの託世に基づしてし、る。あらすじは以下の通りであ
る。

ティッサ長老はある日衣の布を得て、それを持って精舎に行き、衣作りを行わせた。衣が出来上がった日

にはま出島全の供養を行った。彼は衣を眺め、衣に愛情をもってし、た。その衣を翌日に着ることに決め、畳

ん廿寸の衣架に置し、た。その夜には、食べた食べ物針潟化させることが出来なくなって、死亡し、同じその

衣に曳となって生まれ変わった。

比丘たち付設の葬式をしてから、看病人がしなし、ため僧団の所有物になった彼の衣を、皆で分配すること
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習慣に詳しい人の指導を受けながら行う。ミャンマーでは葬式に関する諸行事は近所の人々が手伝

うので、家族はあまりIL~己しないでよい。ミャンマーでは「おくりびと」のような職業はない。「近所が良

ければ遺体が締麗だ」品、うミャンマーの言い伝えがある。人が死んだら家の前に白い布で作ったテ

ントを置いておく。白いテントは死者があるというサインでもある。

葬儀が終わるまでは死者のある家は悔やみを言いに来る人、遺体を見守る人などで混んでし、る。

弔問客は、死者の家族が金持ちの場合アクー・ンウェ(akunew香典)を受け取らないので、袈裟や花

輪等を持参する。高齢者は人生の無常を感じて、それによって更に信仰心を強くするようである。若

者は24時間開けっ放しにした死者の家の見守りをトランずなどUながらすることが多い。

葬儀の当日には、遺体を運ぶ前に、死者の自宅に子ともがいれば、子どもの身長を調1わた糸を棺

に対1る。それは子や孫への愛着を断ち切って彼岸.~.って貰うためである。午前 10時頃に招し、た

比丘5人(3人や1人の場合もある)が3iIJ着して遺体の横でタラナゴンテイン58(包rana伊 E血仏法僧

を得る戸むを行う。その式出終わると、遺体を棺に入れてニッパンイゾ9(凶加lyin浬繋に送る車あるい

は霊枢萌に混んで行く。その時遺体の近くに置いた壷を割るω。遺体を運んだ、ニッパンヤィンのすぐ

後ろに家族の車その次に親戚の車、次は参多l障の壷kどのJI[貢番で行列を作って墓地に向かう。墓

地に向かう経路にはルールがある。死者の家から西か北の方に向かつてニッパンインが出発する1610

以前は土葬もあったが、最近は火葬が多い。火葬する前に死者が親、先生、恩人、世話をした人

に決めた。それを聞いた翼が、「比丘たちl訴ムの所有物を奪うJè~鳥いて、あちらこちらに走り回った。その
ことを仰郎聞き、比丘たちに衣同組を7日開放置するように指示し丸訊も7日目に死亡して天鼎こ生
まれ変わった。{地は8日目に衣例瓶を許し丸比丘たちが衣を分ける時に劃潜ると地獄に生まれ変わ
るからである。また、東ι涛命も7日間しかないので、その聞を待たせたのである。以上について民及川
真介(2016)，pp. 487-491を参照
ミヤンマーの勢市土以上の事例に由来し、親の財産はヤツレィソンヤat凶m 七日法劃が済んでかげTう習
慣が去る。
由人聞は死後には仏法僧を得る事が出来ないが、仏法僧を得た人々 の現縫佐廻向して貰えるの廿Tつおたであ
る。

開ニッパンインのニッバンはmbt泊m(混紡で、インは車?である。静かで落ち着いた墓地に章で送ることを、繰り返

す再生の輪廻めも解肱された状態に落ち着くニッハンlこ例えて、ニッパンヤインと名つけたと思われる。また、ミャ

ンマーでは仏像や仏壇に使われる用品などを売買する庖をニッパン・クンテェ姐拍車h時凶浬繋商潤としな

曲 「家族との樹立ここまでだJという縁を切る意廿Tう。

61王制瑚切もその習慣があり、マンダレー王宮の西北にあるアミンガラー・タダー加盟朋Ia凶z不幸な冊は遺

体を進ぶため使われた第二次世界大戦で壊れ、現在は使用できない。
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である場合、世話になった人達は最後の合掌、

礼拝をする。そして死者の魂が遺体の上に掛け

た衣類に付し、てくるように言って家に持ち帰る。

死者の魂が付し、てしも衣類を持つ人は、死者の

自宅に到着するまでは誰とも話せない。話すと魂

が逃げてしてと信じられているからである。死者

の自宅に到着したら、死者のベッドの上に持って

きた衣類を広げておき、食事を供する。これを死

亡日から数えて7日目まで続ける。

即死、出産中に死んだ女子、満月や新月の日

に死んだ遺体の場合は、葬式は当日に行わなけ 死者の魂が付いた棚田をベッドに置いた風表

ればならなし立考えられてしも。

ヤッレィソン(yatlalson七日法要)62

(21) 

人が亡くなった当日を1日目と数えて7日目に当たる日に法要を行う。ヤッレィソンのソンは比丘の

食鞍清であり、7日目に比正に食事を供する式である。

法要では午前10時頃に招し叱5人の比丘が到着する。先ず比丘に食事を出し、袈裟などを寄付す

る。食後は家族が死者の魂が座れるようにーヶ所を用意しておく。それから招待された来客と一緒に

比丘の説法を聞く。比正の読経中に夢路のためイェセッチャ(水注ぎ)をし、アミャウェー(廻向)して法

要を終える。最後に来客に食事を供する。

ここで3のイェセッチャは家族皆が、 l人に一つの水差しと容器を持って、水差しの水を観告に一滴ず

つ注いでいく。そして自分達の功徳を死者にアミャウェーをする。アミャウェーを行う意は、死者が天

道、人間道、修羅道、畜生道、脳髄に生まれ変わったらそのアミャワェーを得ることが出来如、が餓

位ヤッレィソン(yat凶son)のヤッは日にちを、レィソンは施食を意味する。
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鬼道に生討も変わったらアミャウェーを得ることが可能であるからである。

7日目に行われるものをヤッレィソンといい、1ヶ月後に行われるものをラレイソン(Ia凶阻E月忌法

劃、一年後に行われるものをニッパレィソン価前回lalson年忌法劃とし、う。

6.終わりに

比丘に関する傷跡しと信抑を現地調佳成果に基づいて述べた。現地調査はミャンマーのマンダレー

市にある僧院と僧について行ったが、ミャンマー全国における僧f言仰は殆ど同様である。そして、ミャ

ンマー第三の都市であるマンダレー市の方が信仰がより深い。全国でも僧の数と僧院が多い街であ

る。僧が多いほど布施者も多く、どれだけ物価が上昇し司指の托鉢に困らないように頑張って布施

している信者が多い。パリヤッティとパティパッティ・チャオンタイが多く、前述した 4種の托鉢僧が 4

種とも全て見られるのがマンダ、レー市である。

また、比丘が関与する命名式結婚式葬式lこついて述べた。それぞれの式には必ずイェセッチ

ャとアミャウェーを行う。イェセッチャが終わるとすぐにアミャウェーをして式を終える。イェセッチャは

結婚式や葬式など糊IJf.t儀舟乃際に行われるが、アミャワィーは仰tに礼拝したり、托鉢僧に布施し

たり、経を唱えるなどの家庭での日常的餅Lにおいて必ず行うものでもある。また、色々 な式にはア

ヌモーダナー(随喜)の説法を行うが、葬式拘場合はアヌモーダナーの説法を行わないでタンウェガ

(捌PVI申厭向島心)に関する説法を行う。

以上は在家信者の信仰形態と僧との関わり方の一部である。また、積徳行とイェセッチャの由来、

そして僧に関する年中傷跡しについては次の課題とする。
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表(1)2019年度のミャンマーにおける出家者数

管ID州 サンガ(僧伽)

比丘 説場t 合計

カチン
4“I M∞ 7041 

カヤ} 1白6 1268 2324 

カレン 10165 6375 16540 

チン 320 133 453 

サガイン 3αB7 22801 53838 

タニンダー 7031 2212 鈎43

ネピドー 5875 5265 1114O 

ノ《ゴ働 22<yl3 10522 32545 

パゴ個) 9879 3581 134ω 

マグェー 17182 12223 2倒的

マンダレー 51笈同 45921 タ7185

モン 20440 12305 32745 

ヤカイ 盤立 4061 lαm 

ヤンゴン 54361 34185 総546

シャン輔〉 1似))，7 2空z29 37お6

シャン(~t) 6890 20247 27137 

シャン舗 2674 8250 IO!間

エヤワディー 2む52 11877 40129 

合計 289589 23a55 520444 

備考惜の調査報告による)
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表ω2019年度のミャンマーにおける僧院数

管区ン州 僧院 管区川| イ酋涜

カチン 1030 マグェー 6532 

カヤー 222 マンダレー 10109 

カレン 1965 モン 3013 

チン 247 ヤカイ 3818 

サガイン 8982 ヤンゴン 7348 

タニンダー 171ω シャン(南 2987 

ネピドー 1194 シャン(~!j 2120 

パゴ備 3735 シャン(蔚 1052 

ノ也、(酎 3780 エヤワディー 8おO

合計 68087 

(宗教省の調査報告による)
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略号と参考文献

略号

Cs: Cha柑lelsailgitiedition 

阿古: P司ill位tSodety

参考文献

ウージョターランカーラ

(1985) ~南方上座費削ム教の教え』世界平和パゴダ

原因正春・大野徹

(1朔)~ビルマ語辞則社団法人日本ピノレマ文イ備会。

池田正隆

。側)~ビルマ仏教』出離官

(1998) ~ビルマ(ミヤンマー)任教徒と生活と信仰』雑誌名「真宗文化j第 8 号

UAyeN組tg四JaIlltnac町a)

(1980)劫l(1fIf1即"の拡1l'YG1泊iPweto均ぽ『ミヤンマー伝統付£祭り』宗教省

原田正春・大野徹

(1朔，)~ビルマ語辞典』社団法人日本ビ、ルマ文化協会

ミヤンマー教育省

(1991)~Abh叫ゆω 『ミャンマー辞典] Yangon:Myarunar 

us飢官lIn団組19(Pah凶MaKyaw)

(1抑4)婦制amwekan~.仏教に入門する』宗教省、

宗教省

(1鱗)均p抑 lwung幻戸'rkW良い浄人とlま』宗教省、

池田正隆
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(1998) Wビルマ(ミヤンマー)仏教徒の生活と信仰』雑誌名『真宗文化腸お号

。側1) Wビルマ仏教』出離宮
。∞'7)ミャンマー上座仏教史伝『タータナーリンガーヤ・サーダン』を読む設灘官
ウ・ウェーブッラ

包αゅ)W南方仏教基本聖典』中山書房仏書林

Dr 日aPe

(2α)4) 7ne MJ却加'BrBuddfllst : f訟 li1島Iivmthe Cradle to the Gmve Translated by Dr Tin団組19

Yangon: Myanmar 

西津卓美

(2014) W仏教先進国ミャンマーのマインドフルネス(日本人出家比Eが見た、ミャンマーの日常と信

仰H株式会社サンガ

ウ・ジョーテイカ・魚川祐司訳

(2016) W自由への旅(マインドフルネス隈想)実践講剥株式会槻糊社

及川真介

。:016) Wイムの真理の言葉註(三)ーダンマパダ・アッタカター-~春秋社

(キーワード)僧、タータナー、イェゼ、ィチャ、アミャウェー
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